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国際交流第３４５回スタッフセミナー講演会 

問い合わせ先： 
明治大学 国際連携事務室  

℡: 03(3296)4591（直通）， E-mail: ico@mics.meiji.ac.jp             

新時代における日本企業の
対中戦略 

 

−—トヨタ自動車を事例として—— 
 

 経済のグロバル化は逆戻りできない歴史的な趨勢といえよう。しかし、日
本と中国の間にかぎっていえば、この潮流に逆らうような現象が起きてい
るかに見える。例えば、両国間の政治的要因による貿易額の縮小や、中国
国内の人件費高騰による日系企業の撤退や、中国市場における日系企業の
シェアの低下などがあげられる。このような状況の中、本講演では、新時
代の基本的特徴を整理した上で、中国経済の現実を説明し、中国市場にお
けるトヨタ自動車と現代自動車のパフォーマンスを比較することによって
中国市場における重要成功要因（KSF）を探りたい。 

〈日   時〉： 2013年 12月6日（金）  

       10時40分～1２時10分 

〈場   所〉： 駿河台ｷｬﾝﾊﾟｽ， 

       ﾘﾊﾞﾃｨ･ﾀﾜｰ 1124教室(12階) 

  〈対象者〉   ：  学部生 院生 教員 社会人 

〈言    語〉： 日本語 

  〈ｾﾐﾅｰ推進者〉 : 加藤 志津子  明治大学経営学部専任教授 

<講演者>  于 金（Yu Jin） 
                  河海大学（中国）商学院教授 

〇 新時代の基本的特徴 

〇 中国市場におけるトヨタ自動車と 
   現代自動車――違いは何か？ 

〇 日本企業の対中戦略に    
    関する提言 

〇 わかりにくい中国経済 


